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ア． 学則変更（ 収容定員変更） の内容 

 本学通信制大学院は、 表 1 のと おり 、 令和 4（ 2022） 年度から 外国語学研究科英語学専

攻博士後期課程の入学定員・ 収容定員を変更する 。 なお、 前期・ 後期課程の間で入学定員・

収容定員の振替を行わない。  

 

表１  本学通信制大学院入学定員・ 収容定員の変更概要          （ 単位： 人）  

研究科 専攻・ 課程 
現行 変更後 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

外国語学研究科 英語学専攻博士後期課程 3 9 1 3 

 

イ ． 学則変更（ 収容定員変更） の必要性 

１ ． 沿革及び構想 

 本学は、 キリ スト 教主義に基づく 「 敬神愛人」 を建学の精神に掲げ、 昭和 39（ 1964） 年

に経済学部経済学科の単科大学と し て開設し 、 広く 社会に貢献でき る 人格と 能力を備えた

人材の育成、 と り わけ中部圏の地域社会で活躍する 人材の育成をその社会的使命と し てき

た。 ま た、 本学大学院は、 学部の教育の基礎の上に、 高度にし て専門的な学術の理論及び

応用を教授研究し 、 キリ ス ト 教主義に基づいて人格を陶冶する こ と を目的と し て、 平成 9

（ 1997） 年に経済経営研究科経済学専攻及び経営政策専攻並びに外国語学研究科英語学専

攻を開設し た。 平成 13（ 2001） 年には、 通信制によ る 外国語学研究科英語学専攻修士課程

を設置し 、 平成 20（ 2008） 年には、 同専攻に博士後期課程を設置し た。 本学は、 社会的要

請に対応し て学部等の整備拡充を続け、 現在では経済学部、 現代社会学部、 商学部、 法学

部、 外国語学部、 国際文化学部、 スポーツ健康学部、 リ ハビリ テーショ ン学部の 8 学部 11

学科及び大学院経済経営研究科、 外国語学研究科の 2 研究科を擁する 総合大学に発展し て

いる 。  

 こ のたび、 外国語学研究科英語学専攻博士後期課程について、 入学者数の実態に合わせ

た定員と する ために、 入学定員・ 収容定員を減少さ せる こ と と し た。  

 

２ ． 定員減の理由 

入学定員・ 収容定員変更の主たる 理由は、 入学者数の実態に合わせた入学定員と する こ

と であり 、 表 2 に記載のと おり 、 直近 5 年間では、 入学者数が 1 名ないし は 2 名で推移し

ており 、 入学定員を一度も 充足し ていない。 こ のため、 同専攻の入学定員 3 名は過大であ

る と 判断し た。  
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表２  英語学専攻博士後期課程の入学者数 

年度 

区分 

平成 28 

（ 2016）  

平成 29 

（ 2017）  

平成 30 

（ 2018）  

平成 31 

（ 2019）  

令和 2 

（ 2020）  

英語学専攻 

博士後期課程 

入学者数 1 2 2 1 1 

超過率 33.3%  66.7%  66.7%  33.3%  33.3%  

 

ウ ． 学則変更（ 収容定員変更） に伴う 教育課程等の変更内容 

１ ． 教育課程の変更内容 

 外国語学研究科英語学専攻博士後期課程の入学定員・ 収容定員に伴う 教育課程の変更は

生じ ない。 ま た、 教育課程の根幹をなすディ プロ マ・ ポリ シーの変更も 生じ ない。  

 

２ ． 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 同専攻の入学定員・ 収容定員に伴う 、 教育方法及び履修指導方法の変更は生じ ない。  

 

３ ． 教員組織の変更内容 

 同専攻の入学定員・ 収容定員に伴う 、 大学院設置基準第９ 条の規定に基づく 「 大学院に

専攻ごと に置く も のと する 教員の数について定める 件」 の教員数の変更は生じ ない。  

 

４ ． 大学全体の施設・ 設備の変更内容 

 本学は、 名古屋キャ ンパス では〈 し ろと り 〉、〈 ひびの〉、〈 たいほう 〉 の 3 つの校地を整

備し ている ほか、 名古屋市の丸の内地区に所在する サテラ イ ト キャ ンパス 「 丸の内サテラ

イ ト 」 も 整備し ている 。 講義科目及び研究指導における ス ク ーリ ングは主に「 丸の内サテ

ラ イ ト 」 で実施し ている が、 こ のたびの入学定員・ 収容定員変更に伴い、 2021 年 3 月末を

も って「 丸の内サテラ イ ト 」 を閉鎖し 、 2022 年 4 月よ り 、 ス ク ーリ ングは主に〈 し ろと り 〉

で行う こ と と する 。 なお、 ス ク ーリ ングを実施する その他施設・ 設備の運用については本

学学部・ 他研究科と の共同利用と なる が、 ①定員変更後の規模、 ②ス ク ーリ ングは土・ 日

や夏季・ 冬季休暇中に実施し ている こ と を考慮すれば支障はない。  
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